
　
首
里
城
正
殿
復
元
工
事
（
工
期
：Ｒ
４
年
〜

Ｒ
８
年
）
は
、
令
和
８
年
の
完
成
を
目
指
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
末
時
点
に
お
い
て
、
工
事
中

の
正
殿
を
覆
う
「
素
屋
根
」
の
中
で
は
、
屋
根

工
事
や
内
外
部
塗
装
、
内
外
部
の
木
工
事
等

が
進
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
寄
付
金
に
よ
る
沖

縄
県
首
里
城
復
興
基
金
を
活
用
し
た
木
彫
刻

類
等
の
納
入
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
１
月
８
日
に
は
正
殿
の
赤
色
を
彩
る
仕
上
げ

の
上
塗
り
塗
装
が
始
ま
り
ま
し
た
。
古
文
書
に

よ
る
と
首
里
城
の
修
理
に
際
し
、久
志
間
切（
現

在
の
名
護
市
久
志
周
辺
）
へ
漆
塗
装
の
顔
料
の

調
達
を
指
示
し
た
記
述
が
あ
り
ま
す
。
平
成

復
元
時
は
、
そ
の
顔
料
が
不
明
で
、
市
販
の
弁

柄
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
研
究
で
、

久
志
周
辺
の
水
辺
に
存
在
す
る
鉄
バ
ク
テ
リ
ア

に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
天
然
の
顔
料
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
令
和
の

復
元
で
は
こ
の
天
然
の
顔
料（
久
志
間
切
弁
柄
）

に
よ
る
赤
色
を
再
現
し
復
元
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
、
中
塗
り
の
黒
い
状
態
の
外
壁
が

赤
色
の
上
塗
り
塗
装
に
よ
り
着
色
さ
れ
、
５
月

頃
に
は
外
壁
全
体
の
上
塗
り
塗
装
が
概
ね
完
了

す
る
予
定
で
す
。

　
塗
装
工
事
の
手
順
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
図

を
参
照
く
だ
さ
い
。

特  集  2 Special Feature

最盛期を迎える
首里城正殿復元工事（その３）

図　塗装の工程（外壁用）

正
殿
復
元
工
事
の

上
塗
り
塗
装
が
始
ま
る

上塗り（赤色）作業の状況（R7.１） 正殿屋根施工状況（R7.2.）
＜入母屋部分の破風板上塗り完了、軒下外壁 : 左（中塗り） 右（上塗り完了）＞

いりもや はふいた
中塗り（黒色）完了後（R6.８）
＜入母屋部分の破風板＞

いりもや はふいた

く   

し   

ま
ぎ
り

沖縄県から納入された「唐破風妻飾り」（上）、向拝奥の彫刻物「獅子」(下両側 )・「牡丹に獅子・唐草」(下中央 )（R7.1.24）

沖縄県から納入された向拝奥の彫刻物「金龍」（R6.12.20） 沖縄県から納入された「向拝透欄間」（R6.11.8）

焼失前の首里城正殿

素屋根見学窓から工事見学する来園者

　
寄
付
金
に
よ
る
「
沖
縄
県
首
里
城
復
興
基

金
」
の
一
部
を
活
用
し
た
県
調
達
品
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
下
半
期
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
、
数
々
の
木
彫
刻
類
が
納
入
さ
れ

て
お
り
、
令
和
６
年
11
月
８
日
に
向
拝
透
欄

間
、
12
月
20
日
に
向
拝
奥
の
彫
刻
物
「
金
龍
」

等
、
令
和
７
年
１
月
24
日
に
唐
破
風
妻
飾
り
、

向
拝
奥
の
彫
刻
物
「
獅
子
」・「
牡
丹
に
獅
子
・

唐
草
」
が
沖
縄
県
か
ら
沖
縄
総
合
事
務
局
へ

引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
繊
細
な
仕
上
が
り
で

白
木
の
状
態
で
納
入
さ
れ
た
木
彫
刻
類
は
、

今
後
、
当
局
正
殿
復
元
工
事
に
お
い
て
彩
色

や
設
置
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
見
せ
る
復
興
」
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
お
り
、
見
学
エ
リ
ア
か

ら
は
、
屋
根
工
事
や
前
述
の
漆
塗
り
作
業
等

が
見
学
で
き
ま
す
。
外
壁
中
塗
り
の
黒
い
状

態
か
ら
赤
色
に
変
わ
っ
て
い
く
様
子
が
見
ら

れ
る
の
は
今
だ
け
で
す
の
で
、
日
々
変
わ
っ

て
い
く
正
殿
を
見
に
首
里
城
へ
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

お
問
合
せ
先

　
開
発
建
設
部
　
建
設
産
業
・
地
方
整
備
課

　
☎
０
９
８ ‒ 

８
６
６ ‒ 

１
９
１
０ こ

う
は
い
す
か
し
ら
ん

ま

こ
う
は
い
お
く

か
ら  

は   

ふ   

つ
ま
か
ざ

ぼ
た
ん

か
ら
く
さ 沖

縄
県
首
里
城
復
興
基
金
に

よ
る
取
組
状
況
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